
令和５年度決算の状況

市の財政は、皆さんに納めていただいた市税のほか、国や都からの補助金などの収入から

成り立っています。そして、そのお金は、福祉、教育、まちづくりなど、皆さんのくらしに深

いかかわりを持つさまざまな分野に使われています。

そこで、どのようなお金が入ってきて何に使われているのかなどをお知らせするため、財

政状況を公表しています。

今回お知らせするのは、令和５年度の一般会計※１、６つの特別会計※２及び公営企業会計※３

の決算、市の財産、借入金などの概要です。

※１ 一般会計とは、福祉、環境、観光、道路整備、防災、教育などの行政サービスに係る経費を

扱う会計のことです。

※２ 特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税、介護保険料など）があるものについて、一般会計

と区別する必要がある時に設置する会計のことです。

※３ 公営企業会計とは、地方公共団体が行う上下水道、病院事業などを民間企業に近い方法で経理

を行う会計のことで、市では下水道事業会計を設置しています。

※４ 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定留保資金(注)等で補てんしました。

(注) 損益勘定留保資金･･･減価償却費、たな卸資産減耗費等の収益的収支における現金支出を必要と

しないものを費用に計上することによって留保される資金のことです。ただし、補てん財源とし

て使用できる額は、これらの費用の合計額から長期前受金戻入や欠損金見込額を控除した額とな

ります。

区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 収入率 歳 出 決 算 額 執行率

一 般 会 計 36,406,164,000 34,937,520,296 96.0% 34,477,349,806 94.7%

特 別 会 計 20,008,704,000 19,869,071,457 99.3% 19,404,014,243 97.0%

国 民 健康保険 8,720,223,000 8,631,750,872 99.0% 8,513,769,854 97.6%

後 期 高 齢 者

医 療
2,551,513,000 2,558,971,376 100.3% 2,537,090,193 99.4%

介 護 保 険 7,547,958,000 7,536,987,992 99.9% 7,287,521,393 96.5%

戸 倉 財 産 区 4,643,000 4,998,853 107.7% 3,372,409 72.6%

テ レ ビ 共 同

受 信 事 業
41,470,000 38,129,829 91.9% 38,129,829 91.9%

秋多都市計画事業

武蔵引田駅北口

土地区画整理事業

1,142,897,000 1,098,232,535 96.1% 1,024,130,565 89.6%

合 計 56,414,868,000 54,806,591,753 97.1% 53,881,364,049 95.5%

区 分 予 算 額 決 算 額 執行率

下水道事業

収益的収支
収 入 2,037,228,000 1,941,601,204 95.3%

支 出 2,014,328,000 1,911,906,653 94.9%

資本的収支
収 入 1,427,181,000 1,312,421,928 92.0%

支 出 2,164,205,000 2,076,889,668 96.0%

一般・特別会計

公営企業会計

（単位：円）

（単位：円）



会計別決算額の割合を、歳入・歳出別にグラフに表すと以下のようになります。

一般会計
349億3,752万円

60.2%

国民健康保険特別会計
86億3,175万円

14.9%

介護保険特別会計
75億3,699万円

13.0%

下水道事業会計
32億5,402万円

5.6%

後期高齢者医療特別会計
25億5,897万円

4.4%

秋多都市計画事業
武蔵引田駅北口

土地区画整理事業特別会計
10億9,823万円

1.9%

テレビ共同受信事業
特別会計
3,813万円

0.0%

戸倉財産区特別会計
 500万円

0.0%

歳入　

一般会計
344億7,735万円

59.6%

国民健康保険特別会計
85億1,377万円

14.7%

介護保険特別会計
72億8,752万円

12.6%

下水道事業会計
39億8,880万円

6.9%

後期高齢者医療特別会計
25億3,709万円

4.4%

秋多都市計画事業
武蔵引田駅北口

土地区画整理事業特別会計
10億2,413万円

1.8%

テレビ共同受信事業
特別会計
3,813万円

0.0%

戸倉財産区特別会計
337万円

0.0%

歳出



＜一般会計の決算状況＞

一般会計の予算額は、当初予算後に１２回の補正を行った結果、前年度からの繰越額を含

めて、３５８億８，１２３万８千円となりました。

決算額は、歳入が３５１億５，２２９万８，０３１円（収入率９８．０％）、歳出が

３３９億８４８万７，０５０円(執行率９４．５％)となり、差引き１２億４，３８１万

９８１円を令和５年度へ繰り越しました。

グラフで表すと、以下のようになります。

市税
116億4,918万円

33.3%

国庫支出金 
64億6,114万円

18.5%

都支出金
58億5,829万円

16.8%

地方交付税 
49億7,062万円

14.2%

地方消費税交付金
18億2,621万円

 5.2%

繰越金
12億4,381万円

 3.6%

市債
6億7,844万円

1.9%

諸収入
5億8,619万円

1.7%

使用料及び手数料
4億3,706万円

1.3%
その他

12億2,658万円
3.5%

一般会 計　歳入総 額：３４９億３，７５２万円

歳 入
(単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 構成比 収入率

市 税 11,596,958,000 11,649,180,902 33.3% 100.5%

国 庫 支 出 金 7,182,737,000 6,461,135,066 18.5% 90.0%

都 支 出 金 5,939,614,000 5,858,288,283 16.8% 98.6%

地 方 交 付 税 4,992,227,000 4,970,619,000 14.2% 99.6%

地方消費税交付金 2,015,782,000 1,826,212,000 5.2% 90.6%

繰 越 金 1,243,810,000 1,243,810,981 3.6% 100.0%

市 債 937,143,000 678,443,000 1.9% 72.4%

諸 収 入 742,236,000 586,187,131 2.3% 105.8%

使用料及び手数料 458,488,000 437,062,015 1.3% 95.7%

そ の 他 1,297,169,000 1,226,581,918 2.9% 79.1%

合 計 36,406,164,000 34,937,520,296 100.0% 96.0%



歳出は、サービスの目的で分類する『目的別経費』とサービスの性質に着目して分類する

『性質別経費』という２つの分類方法で紹介します。

グラフで表すと、以下のようになります。

民生費
169億6,265万円

49.2%

衛生費
36億672万円

10.5%教育費
33億8,941万円

9.8%

総務費
33億6,223万円

9.8%

土木費
24億6,527万円

7.1%

公債費
22億519万円

 6.4%

消防費
11億5,664万円

3.4%

商工費
5億5,636万円

1.6%

農林水産業費
3億7,714万円

1.1%

その他
3億9,574万円

1.1%

一般会 計　歳出（目的別 経費）総 額：３４４億７，７３５万円

歳 出 （目的別）
（単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 構成比 執行率

民 生 費 17,584,858,000 16,962,648,916 49.2% 96.5%

衛 生 費 4,021,916,000 3,606,720,398 10.5% 89.7%

教 育 費 3,565,488,000 3,389,406,826 9.8% 95.1%

総 務 費 3,561,425,000 3,362,228,327 9.8% 94.4%

土 木 費 2,789,996,000 2,465,269,507 7.1% 88.4%

公 債 費 2,207,197,000 2,205,196,027 6.4% 99.9%

消 防 費 1,199,727,000 1,156,640,950 3.4% 96.4%

商 工 費 636,545,000 556,358,164 1.6% 87.4%

農 林 水 産 業 費 417,814,000 377,143,897 1.1% 90.3%

そ の 他 421,198,000 395,736,794 1.1% 94.0%

合 計 36,406,164,000 34,477,349,806 100.0% 94.7%



グラフで表すと、以下のようになります。

扶助費
109億8,098万円

31.9%

補助費等
53億1,389万円

15.4%

物件費
50億7,075万円

14.7%

人件費
46億7,501万円

13.6%

繰出金
34億2,774万円

9.9%

公債費
22億520万円

6.4%

普通建設事業費
14億8,387万円

4.3%

投資及び出資金・貸付金
6億 349万円

1.7%

積立金
5億871万円

1.5%

その他
2億771万円

0.6%

一般会 計　歳出（性質別 経費）総 額：３４４億７，７３５万円

歳 出 （性質別）
（単位：千円）

区 分 決 算 額 構 成 比

扶 助 費 10,980,981 31.9%

物 件 費 5,313,888 15.4%

人 件 費 5,070,753 14.7%

補 助 費 等 4,675,011 13.6%

繰 出 金 3,427,739 9.9%

公 債 費 2,205,196 6.4%

普 通 建 設 事 業 費 1,483,875 4.3%

投資及び出資金・貸付金 603,488 1.7%

積 立 金 508,713 1.5%

そ の 他 207,706 0.6%

合 計 34,477,350 100.0%



＜地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途＞

社会保障施策に要する経費１５９億７，３３２万５千円に、地方消費税交付金（社会

保障財源化分）１１億４，７６０万８千円を充てました。

※ 平成 26 年 4月 1 日から消費税率が 5％から 8％へ、令和元年 10 月 1日から 10％へ

引き上げられました。これに伴い増加した税収は、社会保障施策に要する経費に充て

ることとされています。

（単位：千円）

施
策
区
分

事業名称 事業費

財源内訳

特定財源 一般財源

国・都

支出金
地方債 その他

地方消費税

交付金
その他

社

会

福

祉

社 会 福 祉 事 業 1,179,102 842,620 36,000 572 49,077 250,833

障 害 者 福 祉 事 業 2,929,916 2,080,220 0 0 139,043 710,653

高 齢 者 福 祉 事 業 222,088 77,217 0 9,741 22,112 113,018

児 童 福 祉 事 業 6,054,992 3,922,580 0 101,750 332,294 1,698,368

生 活 保 護 事 業 1,658,615 1,309,379 0 7,654 55,896 285,686

小 計 12,044,713 8,232,016 36,000 119,717 598,422 3,058,558

社

会

保

険

後期高齢者医療事業 1,121,126 155,042 0 0 158,088 807,996

介 護 保 険 事 業 968,438 59,877 0 0 148,675 759,886

国 民健康保険事業 947,072 245,964 0 0 114,728 586,380

小 計 3,036,636 460,883 0 0 421,491 2,154,262

保

健

衛

生

保 健 衛 生 事 業 21,037 7,905 0 106 2,132 10,894

予 防 事 業 283,740 91,480 0 929 31,309 160,022

健 康 づ く り 事 業 158,482 8,721 0 2,485 24,100 123,176

阿伎留病院運営事業 428,717 0 0 0 70,154 358,563

小 計 891,976 108,106 0 3,520 127,695 652,655

合 計 15,973,325 8,801,005 36,000 123,237 1,147,608 5,865,475



＜市民１人当たりに使われたお金と市税負担＞

＜市民１人当たりに使われたお金（43 万 3,961 円）の内訳＞

※ 金額は１人当たりに使われたお金に構成比を乗じて計算しています。

＜市有財産の状況＞

・土地面積（学校敷地など） ７１８万７，８８６㎡

・建物面積（庁舎など） １９万７，０３８㎡

・自動車保有台数（消防車両２７台を含む） ９９台

・出資金などの現在高 ９，６５０万９，０００円

子育て世帯、高齢者・体の
不自由な方の支援などに 

213,506 円(49.2%)

ごみ処理、環境対策、
健康管理などに
45,397 円(10.5%)

学校教育や文化・スポーツ
の振興などに
42,662円(9.8%)

庁舎などの運営管理、
交通安全対策、防犯対策

などに
42,320 円(9.8%)

道路や公園の
整備・維持管理などに 

31,030 円(7.1%)

市が借りている
お金の返済に
26,757 円(6.4%)

消防団活動や
災害対策などに
14,558 円(3.4%)

観光・商工振興などに 
7,003 円(1.6%)

農林水産業の振興などに
 4,747 円(1.1%)

議会の運営や台風などに
よる災害の復旧などに

4,981 円（1.1%）

【人口】79,448 人

（令和 6年 3月 31 日現在）

【一般会計歳出決算額】

344 億 7,734 万 9,806 円

【一般会計市税収入額】

116 億 4,918 万 902 円

【１人当たりに使われたお金】

43 万 3,961 円

【１人当たりの市税負担額】

14 万 6,626 円



＜基金の状況＞

基金とは、今後の支出に備えて特定の目的ごとに積み立てている資金です。

令和５年度末の基金現在高は、１５基金で５４億１，０２２万４，５１１円となってい

ます。

※ 基金現在高は、出納整理期間終了後の現在高を記載しています。

【市民 1人当たりの基金現在高：6万 8,098 円】

基 金 名 称 基 金 現 在 高

財 政 調 整 基 金 2,155,636,000 円

公 共 施 設 整 備 基 金 934,837,000 円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 545,954,908 円

減 債 基 金 468,823,000 円

テ レ ビ共同受信施設整備基金 409,169,434 円

産 業 振 興 基 金 249,091,000 円

環 境 保 全 基 金 161,690,000 円

国 民 健 康 保 険 基 金 111,942,277 円

戸 倉 財 産 区 基 金 137,885,000 円

安 心 安 全 ま ち づ く り 基 金 72,715,000 円

市 営 住 宅 整 備 基 金 61,122,000 円

保 健 福 祉 基 金 43,994,000 円

教 育 文 化 基 金 29,358,000 円

育 英 資 金 貸 付 基 金 23,006,892 円

国民健康保険高額療養費資金貸付金 5,000,000 円

合 計 5,410,224,511 円



＜市債の状況＞

市債の目的 市債現在高

一

般

会

計

普

通

債

土木債（道路などの整備のために） 2,378,204,983 円

衛生債（保健相談所などの整備のために） 2,281,906,238 円

教育債（学校や図書館などの整備のために） 1,447,386,470 円

総務債（庁舎などの整備のために） 1,117,997,321 円

消防債（消防施設の整備のために） 839,618,771 円

災害復旧事業債（災害復旧のために） 451,335,948 円

民生債（保育所などの整備のために） 168,374,488 円

商工債（観光施設などの整備のために） 49,420,794 円

農林水産業債（農林水産施設などの整備のために） 28,375,651 円

そ
の
他

臨時財政対策債※１(財源確保のために) 13,089,206,027 円

減税補てん債※２等(財源確保のために) 127,538,964 円

計 21,979,365,655 円

下水道事業会計（下水道の整備のために） 15,085,680,724 円

武蔵引田駅北口土地区画整理事業特別会計（区画整理事業のために） 2,538,438,509 円

合 計 （①） 39,603,484,888 円

前年度末残高 （②） 41,676,604,555 円

差し引き （①－②） △2,073,119,667 円

※１ 臨時財政対策債とは、国から地方公共団体に分配する地方交付税が足りないため、その不足する金額の

一部を借り入れる市債で、その元利償還金は後年度に地方交付税として措置されます。

※２ 減税補てん債とは、国の減税政策による個人住民税などの減収を埋めるために借り入れる市債で、その

元利償還金は後年度に地方交付税として措置されます。

【市民 1人当たりの市債現在高：49 万 8,483 円】

（参考）一部事務組合の借入金などで、当市が将来的に負担すべき額

区 分 現 在 高

一
部
事
務
組
合

阿 伎 留 病 院 企 業 団 3,435,198,000 円

西 秋 川 衛 生 組 合 1,744,084,000 円

秋 川 流 域 斎 場 組 合 68,044,000 円

合 計 （①） 5,247,326,000 円

前年度末残高 （②） 5,782,313,000 円

差し引き （①－②） △534,987,000 円



＜特別会計の状況＞

［国民健康保険特別会計］

主な収入済額は、都支出金、国民健康保険税などです。主な支出済額は、保

険給付費です。

［後期高齢者医療特別会計］

主な収入済額は、後期高齢者医療保険料、一般会計からの繰入金などです。

主な支出済額は、広域連合納付金です。

［介護保険特別会計］

主な収入済額は、支払基金交付金、介護保険料、国庫支出金などです。主な

支出済額は保険給付費です。

［戸倉財産区特別会計］

主な収入済額は、基金からの繰入金、前年度繰越金などです。主な支出済額

は、森林の保育管理経費、基金への積立金です。

［テレビ共同受信事業特別会計］

主な収入済額は、基金からの繰入金、加入者分担金などです。主な支出済額

は、維持管理費、受信施設整備事業費などです。

［秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業特別会計］

主な収入済額は、市債、保留地処分金です。主な支出済額は、物件補償費、

区画道路等整備工事、公共施設等整備工事などです。

＜公営企業会計の状況＞

［下水道事業会計］

主な収入済額は、企業債、一般会計からの出資金、下水道使用料などです。

主な支出済額は、公債費、下水道整備事業費、維持管理費などです。


